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広
島
自
治
労
連
は
、
「
被

爆
・
戦
後

80
年
」
の
節
目
の

年
に
、
各
単
組
に
二
つ
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

一
つ
は
定
期
大
会
・
総
会
の

場
で
短
時
間
で
構
わ
な
い
か
ら

「
平
和
の
時
間
」
を
設
け
、
平

和
の
こ
と
を
考
え
た
り
協
議
し

て
ほ
し
い
、
二
つ
目
に
は
公
務

公
共
で
働
く
仲
間
の
み
な
さ
ん

に
「
折
り
鶴
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
題
し
て
、
「
ひ
と
り
一
羽
の

折
り
鶴
」
作
成
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

単
組
の
大
会
・
総
会
で
は
、

被
爆
証
言
の
伝
承
を
聴
い
た

り
、
原
爆
パ
ネ
ル
の
展
示
、
新

日
本
婦
人
の
会
広
島
県
本
部
発

刊
「
木
の
葉
の
よ
う
に
焼
か
れ

て
」
の
朗
読
等
が
取
り
組
ま

れ
、
ひ
と
時
で
は
あ
っ
て
も
平

和
を
考
え
る
時
間
が
共
有
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
折
り
鶴
に
つ
い
て
は

「
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
」
９
４

６
５
羽
が
届
き
、
折
り
鶴
ボ
ー

ド
（

90
ｃ
ｍ×

90
ｃ
ｍ×

３

枚
）
と
、
糸
で
つ
な
い
だ
束
を

完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

１
９
５
８
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
国
民
平
和
大
行
進
」
、
今

年
は
自
治
労
連
本
部
作
成
「
全

国
リ
レ
ー
旗
」
に
各
地
方
組

織
・
単
組
の
仲
間
が
平
和
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
、

11

コ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
８

月
４
日
に
は
広
島
市
原
爆
ド
ー

ム
前
、
８
月
６
日
に
は
長
崎
市

松
山
公
園
に
集
結
し
ま
し
た
。 

 

節
目
の
年
と
い
う
こ
と
で
初

め
て
行
進
に
参
加
し
た
仲
間

は
、
暑
い
な
が
ら
も
さ
わ
や
か

な
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

呉
市
の
行
進
で
は
事
前
に
行

進
を
知
ら
せ
る
チ
ラ
シ
・
署
名

用
紙
・
カ
ン
パ
袋
が
戸
別
配
布

さ
れ
て
お
り
、

50
人
を
超
え

る
方
が
ご
自
宅
の
前
で
カ
ン
パ

を
持
っ
て
行
進
団
を
待
つ
姿

に
、
核
兵
器
廃
絶
の
願
い
を
実

感
し
ま
し
た
。 

 

８
月
４
日
～
６
日
に
広
島
市

内
で
開
催
さ
れ
た
「
原
水
爆
禁

止
２
０
２
５
世
界
大
会
」
で

は
、
例
年
以
上
に
被
爆
の
実
相

が
語
ら
れ
、
主
催
者
か
ら
「
被

爆
の
体
験
と
実
相
を
受
け
継

ぎ
、
広
げ
る
こ
と
を
運
動
の
中

心
に
す
え
よ
う
。
核
兵
器
廃
絶

を
共
通
課
題

と
す
る
行
動

を
世
界
各
地

で
多
様
に
繰

り

広

げ

よ

う
」
と
呼
び

か

け

ま

し

た
。 

 

８
月
６
日
（
水
）
９
時
か
ら

広
島
市
役
所
正
面
の
碑
の
前

で
、
自
治
労
連
主
催
の
広
島
市

職
員
慰
霊
献
花
行
動
が
行
わ

れ
、
桜
井
中
央
執
行
委
員
長
は

「
戦
時
中
、
公
務
員
は
自
分
の

気
持
ち
に

反
し
て
戦

争
協
力
し

た
結
果
、

原
爆
が
落

と

さ

れ

た
。
犠
牲

に
な
ら
れ

た
こ
と
は

無
念
で
仕

方
な
い
、

職
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
、
戦
争
も
核
兵
器
も

な
い
世
界
を
実
現
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

広
島
自
治
労
連
は
、

10
月

の
第

36
回
定
期
大
会
に
向
け

て
、
こ
れ
か
ら
の
「
核
兵
器
廃

絶
・
戦
争
反
対
・
憲
法
を
守
り

い
か
す
」
運
動
に
つ
い
て
議
論

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

被
爆
・
戦
後
80
年 

 

広
島
自
治
労
連
か
ら
二
つ
の

お
願
い
を
行
い
ま
し
た 

自
治
労
連
作
成
「
国
民
平
和

大
行
進 

全
国
リ
レ
ー
旗
」 

戦
争
協
力
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
原
爆
の
犠
牲
に
な
り
、 

無
念
で
あ
ろ
う 

8月4日、原爆ドーム前、国民平和大行進集結集会 

写真左：広島自治労連の呼びか

けに応えていただいた公務公共で

働く仲間のみなさんから届いた

9465羽の折り鶴で作成した「折り

鶴ボード」と折り鶴の束。 

撮影 2025/8/7 

広島自治労連第36回定期大会 
日時 10月19日（日）11時～17時 

 11時～12時：学習会「聞いて 知って 私たちの 

              仕事」 

 12時45分～17時：定期大会 

会場 広島ロードビル・オンライン併用   

          東区光町2-9-24 ３F 

議題  経過報告、運動方針提案、決算・予算等 

★各単組、補助組織から発言をお願い致します。 

  

 ＜本年の給与勧告のポイント＞ 

●月 例 給 ： 民 間 給 与 を15014円

（3.62％）下回るとして、若年層に重

点を置きつつ、その他の職員の俸給表

を引き上げ改定する。平均改定率は

3.3％。 

●初任給 

総合職（大卒）：+12000円（+5.2％） 

一般職（大卒）：+12000円（+5.5％） 

一般職（高卒）：+12300円（+6.5％） 

●一時金：0.05月（再任用職員も0.05

月）を期末・勤勉手当で等分に引き上

げる。 
 

 8月7日、人事院は国会と内閣に対し

て、国家公務員の給与改定に関する勧告

と報告を行った。 

 ポイントは左記の通り。今回の引き上

げは、春闘を起点に公務と民間の仲間が

共同で闘い、比較対象規模を「50人以

上」から「100人以上」に戻すとともに、

全世代の賃上げ要求を一定反映したが、

物価高騰にも生活改善にも追いつかな

い。中高年層や再任用職員の賃金水準は

低く抑えられたままである。また、今年

も非常勤職員についての言及は一切な

く、雇用の安定化につながらない実態の

改善が急がれる。 

 秋の闘いでは、組合を大きくしなが

ら、住民の福祉向上のために、公務公共

労働者が希望と意欲を持てる賃金水準へ

の改善を求めよう。 

右
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
各
地
の
平

和
行
進
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す 

2025人事院勧告 
全世代の賃上げ勧告も物価高騰には見合わない 

働きがいと魅力ある職場づくりへ闘おう 

８
月
６
日
、
広
島
市
職
員
慰
霊
献
花
行
動

で
あ
い
さ
つ
す
る
桜
井
中
央
執
行
委
員
長 
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広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」最終回・第11回  

 

７
月

17

日
（
木
）
、

連
続
学
習
会
「
聞
い
て 

知
っ
て 

私
た
ち
の
仕

事
」
最
終
回
・
第

11

回

が
会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
開
催
、
会
場

14
名

オ
ン
ラ
イ
ン

26
名
の

40

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
ま
ず
広
島
市
職
労
食
肉

市
場
支
部
役
員
藤
井
邦
夫

さ
ん
が
、
広
島
市
西
区
草

津
港
に
あ
る
食
肉
市
場
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。 

 

業
務
で
使
用
し
て
い
る

ナ
イ
フ
や
屠
畜
で
使
用
す

る
機
械
等
、
多
数
の
写
真

と
共
に
解
説
し
ま
し
た
。 

 

衛
生
管
理
の
た
め
、
頭

か
ら
足
元
ま
で
全
身
防
護

服
に
身
を
包
む
た
め
、
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
働
い

て
い
る
が
、
十
分
な
熱
中

症
対
策
は
で
き
て
い
な
い

こ
と
、
業
務
で
使
用
す
る

ナ
イ
フ
で
指
を
切
る
事
故

が
多
発
し
た
た
め
、
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
で
検
討

し
改
善
し
た
こ
と
等
を
聞

き
ま
し
た
。 

 

藤
井
さ
ん
が
「
自
分
た

ち
は
『
職
人
』
で
あ
る
」

と
誇
ら
し
く
語
る
姿
を
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
民
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
月

に
一
度
、
市
場
見
学
も

行
っ
て
お
り
参
加
し
て
ほ

し
い
と
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
「
広
島
自
治
体

関
連
一
般
労
組
」
と
い

う
、
職
場
に
組
合
が
な
い

た
め
、
労
働
相
談
等
、
駆

け
込
み
寺
の
よ
う
な
形
で

加
入
す
る
仲
間
で
構
成
す

る
単
組
の
中
か
ら
、
広
島

市
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
、
県
本
部
の
小
川

未
来
書
記
次
長
が
話
し
ま

し
た
。 

 

平
和
資
料
館
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

売
店
勤
務
だ
け
で
は
な

く
、
幅
広
い
知
識
と
応
対

を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

低
賃
金
で
あ
る
こ
と
、
増

大
す
る
来
館
者
対
策
の
た

め
の
開
館
時
間
延
長
が
現

場
か
ら
の
声
を
十
分
に
聴

か
ず
に
行
わ
れ
た
こ
と
、

開
館
時
間
が
長
時
間
に

な
っ
た
た
め
、
館
内
展
示

の
チ
ェ
ッ
ク
時
間
が
十
分

取
れ
な
い
等
の
問
題
点
を

紹
介
し
ま
し
た
。 

 

最
終
回
ま
で
の

11
回

で
広
島
自
治
労
連
の
公
務

公
共
職
場
で
働
く
仲
間
た

ち
の
「
仕
事
」
の
お
話
を

聞
き
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活

の
あ
ち
こ
ち
に
仲
間
た
ち

が
い
る
、
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
学
習
の
成
果
を
来

年
の
自
治
研
集
会
に
み
ん

な
で
活
か
し
ま
し
ょ
う
。 

広島市職労食肉市場 

支部役員 藤井邦夫さん 

 7月6日（日）、安佐動物公園食堂バ

クバクで、第35回定期総会を開催。 

 当局への要求として動物公園でのク

マ出没対策の早期実現、IT専門職員

配置による業務効率化などを新たに

明記。総会では、36協定や、職員配

置、欠員に関し闊達な意見交換が組

合員から上がり、私たちも一層、気を

引き締められました。 

 来賓の広島自治労連中石執行委員

長は、閉会まで私たちの議論に耳を

傾けて、そして意見をくださり、本当に

皆が決意を新たにできる良い会になり

ました。 

広
島
市
動
植
物
公
園
職
労 

 7月19日（土）に現地15名、オンライ

ン34名の参加で第53回定期大会を開

催しました。 

 委員長挨拶では、明日の参院選挙

に行き投票する事も組合活動。ぜひ、

足を運んで下さい。また、今年は被爆

80年節目の年でもあり、少しでも良い

ので平和について興味関心を持ち、

考えてみようと呼びかけました。 

 議案は全て承認され、質疑応答で

は、現地から2件と事前に書面にて届

いていたもの2件(質問事項計10項目)

について執行部から回答があり、活発

な定期大会となりました。 

広
島
県
福
祉
業
団
労
組 

 7月29日（火）、30周年記念総会を

広島アンデルセンで開催しました。 

 始めに原爆手記「木の葉のように焼

かれて」を朗読し、今まさに戦争に向

かわないよう強い誓いを分かち合いま

した。総会では指定管理料不足で公

民館等の事業ができないほどの節約

を強いられている現状を、市に訴えて

いこう、職場アンケートに協力して欲し

いと訴えました。 

 30周年記念メッセージ集を総会に合

わせて発行し、これまでの運動の継続

を感謝し、次の10年も頑張ろうと確認

し、閉会しました。 

広
島
市
ひ
と
・ま
ち
労
組 

 7月13日(日)、第113回定期大会で柴

野執行委員長が熱中症対策や貧困

問題への対応を訴え、木下書記長は

ケア労働の賃上げの必要性を提起。 

 職場からの発言では、環境局からは

委託化が進む中での課題と組合員の

組織化と支部活動の団結、保育現場

からは制度導入時から続く会計年度

職員の欠員問題、正規職員削減の課

題、学校給食現場の暑さ対策、学校

業務員からは学校で唯一の環境整備

専門職として自覚と責任をもち働ける

労働環境を求める等を報告。全議案

は採択され、要求実現へ団結を確認。 

広
島
市
職
労 

 7月29日（火）、第17回定期大会を開

催。消費生活センター、学校給食調理

員、認定調査員等が参加。亀井執行

委員長が経過報告、運動方針では会

計年度任用職員の昇給改善や退職

金制度を作ろうと提案しました。 

 複数の職場から現場の報告があり、

今後の改善のため、今秋から始まる

要求書の提出特にしっかり現場の声

を伝えていくことが大切だ、と意思統

一しました。 

 全ての提案が採択され、その後は参

加者が昼食弁当を食べながら交流し

ました。 

広
島
市
会
計
労
組 

広島自治労連 

小川未来書記次長 

 

７
月

27
日(

日)

、
安

佐
北
区
の
高
陽
公
民
館

で
第

20
回
ひ
ろ
し
ま
給

食

ま

つ

り

が

開

催
さ

れ
、
小
学
生
や
保
護
者

た
ち
４
５
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

10
時
の
開

会
を
前
に
多
く
の
市
民

が

来

場

し
、
給

食

チ

ケ
ッ
ト
を
求
め
て
長
蛇

の
列
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
学
校
給
食
を

食
べ
る
だ
け
で
な
く
、

紙
芝
居
、
風
船
、
野
菜

の
皮
む
き
、
給
食
ク
イ

ズ
、
釜
混
ぜ
体
験
、
調

理
器
具
の
展
示
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
豆
つ

か
み
、
さ
か
な
つ
り
、

ぬ

り

え
、
ボ

ウ

リ

ン

グ
、
わ
な
げ
、
保
育
給

食
の
展
示
等
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が

準
備
さ
れ
ま
し
た
。 

 

来
場
者
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、
『
も

う
す
ぐ
自
校
給
食
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

が
、
と

て
も
残

念
』
と

い
う
保

護
者
か

ら
の
意

見
や
、
小
学
生
か
ら
は

『
夏
休
み
に
給
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
て
、

嬉
し
か
っ
た
。
笑
顔
に

な
り
ま
し
た
』
と
思
わ

ず
こ
ち
ら
も
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
よ
う
な
感
想
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、

『
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

と
と
も
に
、
そ
れ
を
見

守
る
保
護
者
の
方
の
笑

顔

に
、
ま

た

頑

張

ろ

う
！
と
力
を
も
ら
い
ま

し
た
』
と
い
う
メ
ー
ル

が
届
き
、
大
変
だ
け
れ

ど
や
っ
て
よ
か
っ
た
！

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
！
と
、
思
え
る

宝
物
の
よ
う
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。 

盛
り
だ
く
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
に
大
満
足 

保
護
者
や
子
ど
も
た

ち
か
ら
率
直
な
感
想 

宝
物
の
よ
う
な
一
日 

第20回 

ひろしま 

給食まつり 

７
月
３
日
公
示
・

20
日

投
開
票
で
行
わ
れ
た
第

27

回
参
議
院
選
挙
は
、
昨
秋
の

衆
議
院
選
挙
に
続
き
、
自
民

党
・
公
明
党
の
議
席
数
が
過

半
数
を
下
回
る
結
果
と
な

り
、
衆
議
院
に
続
き
、
参
議

院
で
も
少
数
与
党
と
な
っ

た
。
他
に
も
、
投
票
率
が
上

が
り

58
・

51
％
（
前
回
３

年
前
の
選
挙
よ
り
６
・

46

ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
た
こ

と
、
女
性
の
当
選
者
が

42

人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
こ

と
、
沖
縄
選
挙
区
で
「
オ
ー

ル
沖
縄
」
の
議
席
を
守
り
抜

い
た
こ
と
な
ど
、
今
後
の
た

た
か
い
を
見
据
え
て
い
く
上

で
展
望
も
あ
る
。 

開
票
の
結
果
、
排
外
主

義
・
極
右
的
潮
流
が
議
席
と

得
票
を
伸
ば
す
結
果
と
な

り
、
今
後
の
進
む
べ
き
方
向

と
い
う
点
で
は
重
大
な
問
題

で
あ
る
。
海
外
メ
デ
ィ
ア
か

ら
も
、
「
『
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
』
の
政
党
が
厳
し
い
移

民
政
策
を
掲
げ
て
選
挙
で
台

頭
」
、
「
極
右
が
初
め
て
政

治
の
ス
テ
ー
ジ
に
」
等
と
報

じ
ら
れ
た
。 

 

物
価
高
騰
や
そ
れ
を
上

回
る
賃
上
げ
が
早
急
に
実
現

し
な
い
こ
と
、
年
金
、
医
療

費
、
社
会
保
障
も
含
め
将
来

へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
、
政

治
不
信
を
外
国
人
や
女
性
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
は
じ

め
と
し
た
少
数
者
へ
の
差
別

と
排
斥
に
向
け
、
社
会
に
分

断
と
排
除
を
持
ち
込
も
う
と

す
る
勢
力
に
は
、
断
固
と
し

て
抗
議
の
声
を
あ
げ
、
誰
も

が
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
職

場
と
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
努
力
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
る
。 

こ
れ
ら
は
、
労
働
組
合

や
地
域
の
人
々
と
の
対
話
と

学
び
あ
い
に
よ
り
、
つ
な
が

り
を
取
り
戻
す
こ
と
で
し
か

達
成
で
き
な
い
。
自
公
政
権

と
そ
の
補
完
勢
力
、
排
外
主

義
・
極
右
的
潮
流
に
正
面
か

ら
対
決
し
、
す
べ
て
の
働
く

者
の
要
求
実
現
、
い
ま
を
生

き
る
私
た
ち
の
願
い
に
応
え

ら
れ
る
政
治
を
求
め
て
、
声

を
あ
げ
て
変
え
よ
う
。 

 

以 
 

上 

第27回参議院選挙の結果を受けて 
すべての働く者の要求実現が可能な政治を求めて奮闘しよう 

全労連 黒澤幸一事務局長談話（抜粋） 

 


